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はやぶさ２のサンプル回収模擬実験
Laboratory experiments simulating for sample recovery in the Hayabusa-2 mission.
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はやぶさ２計画として、C型小惑星「162173 1999JU3」へのサンプルリターンミッションが計画されている。はやぶ
さ計画と同様の弾丸式サンプラーの搭載が予定されている。サンプルの収量を増加させることを目的として、目標小惑
星の表面物質に対応すると考えられる炭素質コンドライトの模擬物質を作成し、弾丸の打ち込み実験を行った。本稿で
は、ターゲットの違いによるサンプル収量の変化について述べる。
模擬炭素質コンドライト（以下模擬物質と示す）の作成には、ガラスビーズを用いた。コンドライトを構成するコンド

リュールとマトリクスに対応するように、それぞれのサイズに近い 250-355μmと 20μm以下のガラスビーズを用い
た。また、炭素質コンドライト隕石の強度を参考に圧裂引っ張り強度が 0.数MPa 数̃MPaになるようにした (Tuchiyama
et al., 2009 )。2種のガラスビーズの混合物質（混合比は 20%あるいは 50%）を焼結させ、焼結温度と時間をコントロー
ルすることにより所定の強度をもつ模擬物質を作成した。
実験ははやぶさ２と同様に火薬銃を用いて行った。プロジェクタイルはタンタル (φ 10ｍｍ、4.6ｇ)を使用し、形状

は半球、約 200 m/sでターゲットに衝突させた。ターゲットは模擬物質でだけでなく、比較のため耐火レンガやガラス
ビーズも用いた。
ターゲットの違いにより、破片質量分布、破片速度、クレータの直径や深さなどに差異がみられた。これらの結果に

ついて述べる。
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